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 初
月
次
福
徳
歳
開
祭 

太
祠
の
月
次
祭
は
毎
月
十
二
日
に

行
わ
れ
ま
す
が
、
一
月
は
管
長
殿
ご
親

祭
の
「
初
月
次
祭
福
徳
歳
開
祭
」
と
し

て
、
拝
殿
が
一
杯
に
な
る
ほ
ど
多
く
の

参
拝
者
が
集
い
ま
し
た
。
管
長
殿
に
は

大
神
様
へ
今
年
中
の
平
安
祈
願
の
祝 

 
 

詞
を
奏
上
さ
れ
、
金
幣
祈
祷
神
事
で 

は
、
参
拝
者
一
人
ひ
と
り
の
「
頭
、
右
、

左
、
上
、
下
、
心
」
に
金
幣
を
授
け
る

六
根
清
浄
の
祈
念
を
戴
き
ま
し
た
。 

参
拝
者
に
は
大
祖
参
神
の
大
麻
と
福

徳
守
護
の
祈
願
を
こ
め
た
干
支
の
ウ
サ

ギ
柄
の
絵
馬
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

            
 

祭
儀
後
、
管
長
殿
は
「
今
年
は
御
開 

祖
角
行
さ
ま
ご
生
誕
四
百
七
十
年
の 

大
き
な
年
で
す
。
私
も
御
開
祖
さ
ま
の

末
弟
と
し
て
、
懸
命
に
神
様
へ
の
ご
奉

仕
を
致
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
、

目
に
見
え
ぬ
冨
士
山
を
一
歩
ず
つ
登

っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
、
本

殿
は
満
場
の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

管
長
殿
北
海
道
教
区
ご
巡
教 

管
長
殿
に
は
毎
年
二
月
、
雪
深
い
時

期
の
北
海
道
教
区
へ
の
ご
巡
教
を
な

さ
い
ま
す
。
本
年
も
、
歌
志
内
市
の
発

心
教
会
（
相
原
俊
朗
教
会
長
、
相
原
光

枝
講
義
、
斎
藤
志
門
講
義
、
斎
藤
明
美

講
義
、
高
市
秀
雄
講
義
、
伊
藤
由
美
講

義
）
と
、
北
見
市
の
北
見
教
会
（
小
林

三
枝
教
会
長
）
を
は
じ
め
各
所
を
ご
巡

教
さ
れ
ま
し
た
。
節
分
の
時
期
で
も
あ

り
、
各
所
大
勢
の
信
徒
が
参
拝
し
て
の

厳
粛
な
祭
儀
の
後
、
福
豆
撒
き
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
管
長
殿
、
教
会
長
、

代
表
者
が
福
豆
を
撒
く
と
、
信
徒
の
皆

さ
ん
は
大
き
く
手
を
挙
げ
て
集
め
入

れ
た
今
年
の
「
福
」
を
、
持
ち
寄
っ
た

袋
や
風
呂
敷
い
っ
ぱ
い
に
笑
顔
で
授

か
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

北
見
教
会 

小
林
教
会
長
の
お
話 

「
管
長
様
に
は
ご
多
忙
の
中
寒
い
中

を
お
出
ま
し
下
さ
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。
長
い
年
月
に
わ
た
り
管
長
様
の
特

別
の
お
導
き
を
頂
き
今
日
ま
で
参
り

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
管
長
様
の
ご
指

導
を
仰
ぐ
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
て
、
こ

の
尊
い
お
道
を
信
徒
と
と
も
に
進
ん

で
行
き
た
い
で
す
。」 

 

春
季
報
元
大
祭
に
臨
み
て 

 
扶
桑
教
第
五
世
管
長 

 

杉
山
一
太
郎 

 

御
開
祖
様
・
中
興
元
祖
様
・
御
教
祖
様
か
ら
の
貴
い
お
導
き
を
仰
ぐ

私
た
ち
は
、
有
難
く
も
も
と
の
ち
ち
は
は
・
冨
士
仙
元
大
祖
参
神
を
始
め

奉
る
八
百
萬
神
へ
の
祈
り
を
捧
げ
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

殊
に
御
開
祖
角
行
様
ご
生
誕
四
百
七
十
年
・
元
祖
食
行
様
ご
生
誕
三

百
四
十
年
を
仰
ぎ
奉
る
此
の
報
元
大
祭
に
は
、
皆
様
と
共
々
に
、
凡
て

を
超
え
て
「
眞
」
一
条
の
祈
り
を
捧
げ
ま
つ
り
、
測
り
知
れ
な
い
尊
い

む
す
び
の
も
と
に
、
天
地
平
安
萬
人
安
福
他
の
た
め
に
祈
る
斯
の
道
に
、

尚
も
一
灯
を
掲
げ
、
更
に
一
歩
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
祈
り

念
じ
申
し
上
げ
ま
す
。 

   
 

天
つ
日
を
地
の
涯
て
に
て
も 

仰
ぎ
み
て 

 

共
に
安
ら
に 

生
き
る
祈
り
を 
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